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よつ葉生活協同組合 

 2025年 3月 10日  

あずま産直ねっと訪問 
 

今年はキャベツの高騰が続き、よつ葉生協でも多くの皆様に注

文いただいたにもかかわらず、生育不良等の原因で欠品が多く出

てしまった事、組合員の皆様にはお詫び申し上げます。予定産地

が生育不良等で出荷出来ないということで、代わりにキャベツを

納品してくれたのが『あずま産直』です。 

代表の松村さんは農業を始めて 50年。奥さまと二人三脚で会社を

作り、今では、群馬県とタッグを組み、色々な取り組みも行って

います。よつ葉生協では、ミニトマトを主に取り扱いしていまし

たが、ここ近年の夏の高温により栽培が難しくなり、作れなくな

りました。 

「基本的な考えとして、原則原理に基づく。人も動物も植物もみ

んな一緒。暑い、寒いとか、のどが渇いたって人と違って植物は

逃げられないからね。大変だよ。植物も愛情もって接しないと。

まずはそこにﾍﾞｰｽがあって、その次に栽培の理論がある。美味し

いと自分で思えるものを作っていきたいね。苗も今はね簡単に購

入できるけど、差し木で増やしていく技法をあえて社内で継承し

ていくようにしています。技術を捨てることはもったいない！」

と、熱く語る松村さん。百姓という言葉には「百の仕事をする人」

という意味も含まれています。様々な生産者と話を聞いていると、

本当に生産者の皆さんは、土壌の状態を読み、天候を読み、経営 

を読み、様々な技術を習得し、実践していくスペシャリストと 

実感しますが、松村さんもその一人。研修生を預かり、一から指

導に入ります。しかも、従業員の皆さんは、あずま産直で穫れた

野菜を使用して給食が出されるのです。自然環境、職場環境にも

優しいあずま産直ということが、この訪問で知ることができまし

た。 

よつ葉生協では、高知県のなすやピーマンでハウス内の天敵農

法を何度か紹介してきましたが、あずま産直では露地栽培でも天

敵を使用。この地域は夏秋ナスの露地栽培収穫量が日本一。6月か

ら 10 月までの栽培で、天敵を投入し、6〜7 割化学合成農薬の使

用を抑えられたとの事。なす以外でも今期はきゅうりも天敵を使

用すると話してくれました。 

また、有機栽培にも取り組んでおり、今期、よつ葉生協でも有機

栽培キャベツの取り扱いができることに。このキャベツの圃場は、

収穫後、有機栽培米の田植えが始まり、有機の圃場の有効利用を

するとのこと。いつかよつ葉生協でもここのお米をご案内した

い！！ 

 また、群馬県では米より小麦生産量が多く、うどん・おっ切り

こみ・焼きまんじゅう・ひもかわうどんなど有名な小麦を使った

郷土料理が多数あります。皆さんは「農林 61号」という小麦の品

種に聞き覚えはありませんか？今、小麦でいうとゆめちからや、

春よ恋などききますが、この農林 61号は戦後以降栽培が増え、昭

和 53年までは日本でトップの作付面積を誇っていた品種です。し

かし、現在は減少の一途をたどり、栽培しているところは復刻プ

ロジェクトとして栽培しているところばかり。あずま産直もその

中の一産地。種を取り、種やさんに卸しているとのこと。種を守

る為、栽培した小麦の出口として、生うどんを開発中です。食べ

た方の多くは「懐かしい味がする！これが食べたかった！！」と

好評。いつかよつ葉生協でも紙面に載る日は来るかもしれません。 

今後、楽しみなことが沢山あるあずま産直。これからも応援して

いきたいと思います。           （商品部 間中） 

 

あずま産直は群馬県伊勢崎市にある産地です。大変エネルギッシュ

なご夫妻が代表を務められ、熱く情熱を持ったお話の中から、法人・生

産者・農業・作物に対して全方面で愛情がとても深いことを感じまし

た。また失敗を恐れないチャレンジ精神をお持ちで、販売先が決まって

いなくても、必要と感じる野菜を積極的に作っています。よつ葉生協で

も今後の新たな企画について話し合ってきました。農産物の生産が 

難しくなっている気候状況でも悲観ばかりせず、前向きな取り組みを

行っている姿をとてもたくましく感じました。直接顔を合わせて産地と

相互に話ができることは、産直を主軸とするよつ葉生協だからできる

ことです。これからもあずま産直が生産した愛情いっぱいの野菜を私

達組合員は食べられることを嬉しく思い、感謝の気持ちで一緒に歩ん

で行きましょう。                        （理事長 横山） 

代表の松村さん 

有機栽培にミニキャベツ 

 定植してすぐ あずま産直ＨＰ 

 



 

   ２ よつ葉だより                                           2025 年 4月 28日＜NO.834＞ 

 

米不足への疑問？？？ 

 1993年冷夏、長雨による不作（平年の 74％）で急遽、中国、タ

イ、アメリカ、オーストラリアから輸入米を入れ「タイ米」になじ

まないと言われていたことを憶えている方もおられるのではない

でしょうか。 

当時、農家に残っている米が一俵（60 ㎏）6 万円で取引された

こともありました。 

 2003 年、2004 年の連続不作では、米の不足に備えて、備蓄米

を放出したので価格にあまり影響がなかったと言われています。 

 2024年春から米不足になり、新米がとれれば解消されると言わ

れ、新米がとれ、ほっとしたのも束の間、心配と不安が何倍にも

なりました。 

 よつ葉生協でも、年明けには米が売り切ってしまう農家が出て

きました。米の確保量はほぼ昨年並みでしたが、2024年夏の米不

足の不安もあり、注文数が例年の倍になったところも出て、予定

数を早いうちに終売し、農家も予定以外は残っておらず、注文を

した組合員には大変ご迷惑をお掛けしました。現在はもっと品薄

になって、ご不自由をお掛けし誠に申し訳ありません。 

 よつ葉生協の有機栽培米の農家で、猛暑とカメムシの発生でほ

ぼ収穫できない田んぼもあり、厳しい状況でした。 

 今、問題になっているのは米不足による価格高騰です。 

 米 60㎏（一俵）を生産するのに、14,000円～15,000円の経費

に対してこの数年、生産者価格は 10,000 円～13,000 円程度でし

た。今回、生産価格が 18,000 円～22,000 円になり久々に農家に

とって、作れば作るほど赤字から脱却できました。 

 しかしこの生産者価格は 40年前と同じだというのです。全ての

物が値上がりしている中で、農家の米の売価が下がってきていた

のです。 

 日本には食管法（食糧管理法）が 1942年に作られ、戦時中は配

給制で 1 人分の食糧が決められ配給されていました。食糧不足の

戦時中は十分に配給がいきわたらず、ヤミ米の問題も引き起こし

ました。 

 主なものは米でした。1960年頃までは、大人になって他県へ大

学入学、就職する際には、米穀配給通帳を持参する必要があり、

経験された方もいるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この食管法は 1994年（平成 6年）にWTO（世界貿易機構）の

発足と日本の加盟で、海外との自由貿易への流れに組み込まれ、

農産物の全面的な輸入自由化が求められました。 

 この食管法があったからこそ、米農家と消費者の生活は守られ

ていました。主食である米は政府が全量買い上げ、生産者には 

 

生産費を補償する生産者米価、消費者には家計を維持できる消費

者米価で販売する「二重米価制」がありました。 

 二重米価制度は戦後も続けられ、米の生産量が増加するにつれ、

政府にとって、生産者価格の差額負担が重荷になってきました。 

 国際貿易は他国との政治協力関係が深くかかわり、米について

も減反を条件に関税措置がとられ、その代償としてほとんど輸入

されていない品目について輸入枠が決められ、ミニマムアクセス

（輸入機会を提供するように定めた条項）が米に対して適用され、

毎年 77万トン程度輸入されています。汚染米の問題もありつつも

半強制的に続けられています。現在米の供給率が 100％を割って

いる原因にもなっています。 

自由化は輸出入だけでなく、国内でも誰が誰に売っても良いこ

とになり、国が生産者価格を保障することがなくなりました。 

 小さい農家でもそれなりにやっていけたのが、減反政策の追い

打ちが重なって、米作りをやめて他の農産物へ変更を強いられ、

消費者の米離れだけでなく農家の米離れが進みました。 

 農家への補助金も毎年毎年変更され、大豆から飼料米へ移った

ことで飼料米を作る農家が増え、今国が力を入れているのは農産

物の輸出です。 

 これらの米については 10アール 4万円での補助金が付けられ、

米不足でも国内に回すことが出来ない輸出専用米です。逆に民間

による輸入米は関税が 1㎏あたり 341円かかるにもかかわらず増

えています。 

 米価の設定は主な集荷業者の JA や大手の集荷業者で生産者価

格がほぼ決められていますが、東北地方の JA全農が 2025年米の

概算金をすでに提示しています。昨年より 30％～40％上げ、集荷

量を増やそうとしています。JA は市場価格に合わせて、昨年は

3000 円／60 ㎏程度、農家に追加しています。農家にとって少し

でも収入が増えることは大変良いことです。いくつかの流通業者

を得て店頭価格が決まります。今回の価格変動が毎日マスコミに

取り上げられることによって、販売価格が農家の収入を保証して

いるのかのような勘違いが出ています。農家は植え付けてから、

長い月数をかけて生産物として初めてお金が入ります。その間、

育成する手間をかけ続けています。特に米は種もみをまいて、田

植えできる苗にするまでが大きい仕事です。 

 新聞に「米１杯 50円は高いのか」の記事に対して、どう思いま

すか。昔から「米、みそ、しょう油」があれば生きて行けると言わ

れるほど、米は大切な主食です。食料品値上げが関税問題も含め

て、私たちの生活に大きい影を落としています。第一次産業の衰

退は直接、人の命、全ての命に直結します。 

 「令和の米騒動」と言われ、安く米が手に入れば一件落着する

一過性の問題にしてしまいそうですが、農家が置かれている現状

は 1 年でも異常気象で不作なら、続けて行けない崖っぷちに立た

されていること、農業が何故、後継者がいないのか、大きい課題

を私たちに宿題として出しています。私たち一人ひとりが回答を

出すべきではないでしょうか。 

 よつ葉生協は、農家と共に食と農を考え、永続的な農業を確立

していくために一層、産直事業を強めていきます。 

 組合員の支え、支援が農業の明日への原動力になります。これ

から農業体験も始まりますので是非、声をかけ合いませんか、き

っと笑顔になるでしょう。あちこちで笑顔を作っていきましょう。 

（顧問 冨居） 
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参加してみませんか      ＜お問合せ よつ葉生協 組合員組織部 TEL 0120-07-1613＞ 

地産地消～守ろうふるさと のこそう緑の大地～ 
上三川農業体験①「田植えをしよう！」 

 

 
有機のお米「身土不二」でおなじみの上三川で、自然豊かな環境の中、田植え

（手植え）を体験しませんか？晴れていたら、生き物調査もしますよ！ 

お昼ごはんをみんなで一緒にたべましょう。おみやげも付きます。応募者多数

の場合は抽選になります。 
 

日 時：5月 31日（土）10：00～14：00（受付 9：30～） 雨天決行☂ 

会 場：有機農業技術支援センター（栃木県河内郡上三川町下神主 233－1） 

 参加費：組合員 大人（小学生以上） 700円 子ども（小・中学生）200円 

    一 般 大人（小学生以上）1000円 子ども（小・中学生）200円 

未就学児無料 

 

定 員：15家族程度     

託 児：な し   

締切日：5月 16日（金） 

主 催：よつ葉生協 

 

 

食品以外の特別企画商品から、お勧め商品を紹介します。 
 「くらら」の他にお届けしているチラシの商品も日々の暮らしにお役立てください。 
 

座敷箒＆はりみ ちりとり（白木屋傳兵衛（しろきやでんべえ））５月３週 

ひとつひとつ職人さんの手作りです。おてがる箒とちりとりを使うようになって

から、掃除機をあまり使わなくなりました。 

はりみのちりとりは、柿渋塗りの軽くて丈夫な紙製で、静電気に悩まされないと

ころがお気に入りポイント。 

後ろの穴にタコ糸を通して吊るしているので、さっと掃除にとりかかれます。 

安くないので一生使うつもりです。               （三輪） 

 

ＣＯ・ＯＰオーブンペーパー（キャロット） ５月２週・６月２週 

お菓子作りや料理でも活躍し 

ますが、うちではお弁当でも 

活躍しています。ハサミで 

丁度良い大きさにカットして 

メインのおかずを入れるカップがわりに使ったり、曲げわっぱの

お弁当で色移りが気になる時や脂っぽいおかずの時に 1枚敷いて

から入れたりと、役に立っています。 

色も茶色で自然な感じがするのも好きです。サイズを自分の好き

にできるのも助かっています。          （小田切） 

 

米ぬか台所用 液体石けん（ボーソー油脂）  

６月１週くらら 

容量が多いのに購入しやすい 

金額です。米ぬかの匂いはほ 

とんどなく、使いやすい食器 

洗いせっけんです。 

（山本） 

 

ヘチマたわし 3個入り（生活アートクラブ）６月４週 

マイクロプラスチックを出したくないからスポンジたわしは使い

たくない、でも自宅ではヘチマを育てていない…と行き着いた先が

このたわし。 

３個入りなので用途別にも分け 

られます。 

最後ヨレヨレになったら庭に 

埋めて土に還します。（三輪） 

 

お肌用フィトンαガード （生活アートクラブ）  

５月２週・６月２週 

「森の香り」というだけあって、ふんわりと 

さわやかな香りで虫除けなのに癒されます。 

もちろんディート（※）不使用で安心です。 

毎年これからの季節、小学生の息子が自然 

たっぷり、蚊もたっぷりの校庭で野球の 

ナイター練習をする時の必須アイテムです。 

※ディート 昆虫忌避に使われる薬剤  （篠原） 
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